
「集落営農」による集落の再生を目指して

活動期間：平成２９年度～継続中

○ 小豆地域は、県内他地域に比べ高齢化や人口減少が進展しており、耕作
放棄地が急増し、地域の景観や活力の維持のためにも対策が急務。一方、
島嶼部の農業情勢は厳しく、高齢者が小面積で取り組める作物を模索。
○ このため普及センターでは、歴史ある食品産業と連携した新規作物の栽
培、観光の島を活かしたグリーンツーリズム等に取り組む。
○ この結果、バジルなど新作物の栽培が２戸・１２ａで成功したほか、グリー
ンツーリズムによる交流人口が増加するなど、地域の活性化に貢献。

具体的な成果 普及指導員の活動

普及指導員だからできたこと

平成２９年度～継続中
■農地の実態調査や座談会、先進地視
察等により、組織の設立と活動の活
性化を支援。

平成２９年度～継続中
■新たな作物の選定に当たっては、こだ
わりの小豆島産を希望する、歴史あ
る小豆島町の食品加工企業と連携。

平成２９年～継続中
■バジルは、県内での栽培実績がなく、
農薬や化学肥料を使わないことから、
雑草や病害虫対策の指導を徹底。

平成２９年～継続中
■地域の風物詩「芋づるの塔」の活用な
ど、グリーンツーリズムのノウハウを
支援。

・農地調査の提案や座談会への講師の
派遣、先進地研修等により組織設立に
つなげることができた。
・食品加工業界は農業界とのつながりが
ほとんどなかったが、生産者、関係団
体との幅広い連携網を築き上げた。
・県内で栽培事例のなかった新規作物を
導入し、無農薬・無化学肥料栽培によ
る栽培に成功した。

香川県

１ 集落営農組織の設立
■「小豆島陽当の里伊喜末」（会員数；34

名）を設立。農業者のみならず、青年
団なども巻き込み、意欲ある地域住民
でスタート。

４ 農地の流動化の促進
■団地化が図られた農地については、
「重点区域」として、農業法人に貸付。

■貸し付け実績
・２企業、計1.3ｈａ
（品目；オリーブ）

２ 新作物の試作に成功
■小豆島町の食品加工企業とのマッチ
ングし、新品目を計画どおり収穫。
■生産実績
①新規作物
・０→２品目
（バジル、
香川本鷹）

②栽培面積
・０→12ａ

３ 交流人口の増加

■初めてグリーンツーリズムに取り組み、
参加者16名と小規模であったが、県外

からの参加もあり盛況で、関係者の意
欲も高まる。



香川県 

「集落営農」による集落の再生を目指して 

活動期間：平成 29年度～継続中 

 

１．取り組みの背景  

 土庄町伊喜末集落は小豆島の西部に位置し、眼前に瀬戸内海を望む海辺の集落で、山裾に位

置することから水田はごく一部で、多くが傾斜畑である。 

かつては、山頂近くまで見事な段々畑が広がり、今もわずかに残る「芋づるの塔」で知られ

るサツマイモと、麦の大産地であった。 

しかし、時代とともに農業情勢は大きく変化し麦は消滅、サツマイモもわずかに残るのみで、

高齢化や鳥獣被害による耕作放棄地の増加が、地域の景観を大きく変えている。 

また、40年前には、39haあった農地も、現在は11ha（地元調査・現在耕作中の農地）にまで

減少しており、担い手も、認定農業者が１経営体のみとなっている。 

平成24年より、町役場の退職者らの有志が 

地域の再生を目指し、樹木の伐採などの耕作 

放棄地解消の取組みを開始した。また、年々 

深刻化するイノシシ等の鳥獣被害を防止する 

ため、地域住民が協力して集落内に広域柵が 

整備された。 

しかし、再生が進められる一方で、栽培す 

る農作物が明確にされておらず、せっかく復 

元された農地が活用されない状態にあった。 

このようなことから、かつての姿を取り戻 

した再生農地を活用し、農家所得の向上など 

による集落の活性化を目指し、地域に適した 

新規作物の導入や、農地の流動化の支援に取 

り組んだ。 

 

２．活動内容（詳細）  

（１）農地の実態調査の実施 

地元の有志と普及センターが連携し、農地利用実態調査を行い、地元で耕作する農地

と企業に貸し付ける農地を色分けし、活用方向を明確化した。 

（２）座談会の開催 

「平成26年度農林水産祭むらづくり部門」で農林水産大臣賞を受賞した小豆島町の「東

條地域農業集団」の代表を講師に招いて研修会を開催し、管内の先進事例を紹介した。 

（３）食品企業等とのマッチング 

 

 
「芋づるの塔」（収穫後の蔓を積み上げ、冬

場の牛の飼料に活用） 
 

 



管内は、醤油、佃煮などの長い歴史を有する日本有数の産地であり、食品企業におい

て国産原料の活用が進められる中、これら企業も島内産の農産物を求めていたことから

マッチングを行った。 

企業を交えた検討会では、バジル、「香川本鷹」がすぐにでも必要で、さらに、レモ

ン、ニンニク、トマトなども是非検討してほしいとのことであった。 

（４）新作物展示ほの設置 

熱望されたバジルと「香川本鷹」の試作に取組み、特にバジルについては、「農薬不

使用」（有機ＪＡＳ農薬も不可）であったことから、病害虫の発生による不作時の対応

など、普及センター、地元有志及び食品企業の３者で慎重に検討を行った。 

また、地ビールの醸造に取り組む島内への移住者から、地元産の麦を使用したいとの

要望を受け、二条大麦の展示ほを設置した。 

さらに、地域資源の有効活用の観点から、醤油会社から大量に排出される醤油粕の肥

料への活用に向けて、醤油粕を施用したタマネギの展示ほを設置した。 

（５）先進地研修の実施 

年々深刻化する鳥獣被害対策の先進事例を学ぶため、さぬき市豊田地区で研修を行い、

技術的な対策はもとより、地域がいかに協力して対策に取り組む必要があるのかを研修

参加者に伝えることができた。 

（６）グリーンツーリズムへの取組み 

地域の風物詩「芋づるの塔」や「芋つぼ」が、数少ないながら継承され、マスコミで

も紹介されているほか、地域は管内有数の漁港でも知られ、現在売り出し中の「島鱧（ハ

モ）」など、地域資源にも恵まれている。 

こうした地域資源を活用し、現在取り組んでいる、小学生を対象としたタマネギ等の

収穫体験を発展させる形で、都市住民との交流が行われるようになった。 

 

３．具体的な成果（詳細） 

（１）集落営農組織の設立 

平成29年12月に、任意組織「小豆島陽
ひ

当の
あ た り

里伊喜
さ と い ぎ

末
すえ

」（会員数；34名）が設立された。

構成員は農業者のみならず女性や青年団など、意欲ある地元住民参画の元でスタートで

きた。 

（２）新規作物の試作に成功 

バジルは農薬の不使用が栽培条件となっており無防除であるため、病害虫の多発が懸

念されたが、無事収穫することができ、収穫量、価格とも生産者、食品企業の双方が満

足できる結果となった。また、葉のみを出荷することから、労力を要する出荷調整作業

に、高齢者の雇用の場を創出することができた。 

また、「香川本鷹」についても、収穫量は予想をやや下回ったものの、病害虫の発生

もなかったことから、栽培技術の改善により、収量の向上が可能であると考えられた。  

さらに、醤油粕を施用したタマネギについても、初期生育は慣行区よりも良好で、順

調に生育した。 

 



（３）農地の流動化の促進 

樹木の伐採などにより農地の再生は進んだが、それに見合う農業生産ができなかっ 

たことから、比較的面積が大きく団地化が図られた農地については、農地の貸借の「重

点区域」とし、オリーブの生産に取り組む農業法人に貸し付け（２法人・計１．３ha）

られ、地元、農業法人の双方にメリットが得られた。 

（４）都市住民との交流の促進 

初めてのイベントでは、参加者16名と小規模であったが、オリーブ収穫体験や地元食

材をふんだんに使った昼食などに、参加者は皆満足する内容となった。 

また、従来から行っている地元小学生によるタマネギの収穫体験も継続しており、集

落への入込客数は着実に増加し、地元産農産物の需要拡大にもつながるなど、活性化が

図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．農家等からの評価・コメント 

本地域では、活動の３本柱を「活力のある地域づくり」、「耕作放棄地の防止」、「体

験学習や体験交流の推進」として取り組んできた。 

古くからの主力作物であったサツマイモの生産も縮小し、高齢化により耕作放棄地が増

加する中で、普及センターの指導をいただきながら、地元の食品企業と連携した新品目の

契約栽培について、生産集団として取り組むこととなった。品目の選定、栽培から選別作

業の体制まで、模索し取り組んだ結果、現在は、規模は小さいながらもグループの主力品

目となり、グループ員全体の活力に繋がっている。 

さらに、地元オリーブ企業からオリーブを植栽する再生作業について働き掛けを受けた

ことで、伊喜末の耕作放棄地の大きな減少につながり、皆の誇りとなっている。 

今後、学校と連携した食育、新たな作物の試験栽培、鳥獣害対策、サツマイモを使った

グリーンツーリズム等にも積極的に挑戦し、地域の振興を目指したい。 

 

５．普及指導員のコメント 

（小豆農業改良普及センター 主任 中田礼子） 

  

企業がオリーブを植栽した元耕作放棄地 

 

順調に生育中の「香川本鷹」 

 



高齢化による耕作放棄地の増加、鳥獣被害の多発などにより、農家の営農意欲が減退し、

農業の衰退が加速化する中、土庄町の伊喜末集落は、「芋づるの塔」や「つぼいけ」など、

古くからの農村風景を守る意識の高い生産者が多く、60歳～70歳代の世代が中心となって

生産集団を率いている。 

地域振興の課題を掲げた生産集団として、今後、新規作物の安定生産やより収益性の高

い作物の導入に向けて課題はあるが、伊喜末ならではの風景や文化を守りながら、多彩で

特色ある農業生産に取り組めるよう支援したい。 

 

６．現状・今後の展開 

  組織も設立され、活発な活動が展開されているが、狭小でかん水施設も整備されていな

い島嶼部特有の不利な耕作条件では、地域農業を支える力強い担い手の育成は容易ではな

い。 

  現在の地域の情勢から、当面は、高齢者を中心に小規模な農業を展開し、子供への農作業

体験やグリーンツーリズムなどへの取組みで農地を守っていくとともに、将来の地域の柱

となる作物を生産し、農地の集積により認定農業者を目指せる若い担い手を育成していき

たい。 

また、高齢化がさらに進む中、今後は、高齢者が生き生きと活躍し、若い担い手が力強く

地域を支える、島嶼部本来の農山漁村地域となることを目指していきたい。 
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